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再
点
検
！

我
が
家
の

防
災

1/17は
防災・

ボランティア
の日



自宅の非常持出品と備蓄品を

チェックする、 宮川冨寿子さん ・健

さん親子。備え忘れや使用期限が

切れていないかを定期的にチェック

し、 すぐに使える状態にしておきま

しょう。特集記事は４〜９ページで

す。

ダイヤモンドシティ小美玉とは？

小美玉市を「小さく美しく輝く玉」＝

宝石の王様ダイヤモンドになぞらえ、

一人ひとりの可能性はダイヤの原石

であることを表しています。

原石を見つけ、みがいて、光をあてる

ことでダイヤモンドが輝きを放つの

と同じように、人や地域の魅力が輝

くまちへの想いが込められています。

今月の表紙

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
促
進
し
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
自
宅
に

い
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
簡
単

に
各
種
申
請
手
続
き
が
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
に
不

慣
れ
な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り

と
行
い
な
が
ら
、
新
し
い
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
へ

　
本
市
は
、
霞
ケ
浦
や
緑
豊
か
な
自
然

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
資
源
、
乳
製
品

や
鶏
卵
、
レ
ン
コ
ン
な
ど
の
色
と
り
ど
り

の
農
畜
産
物
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
な
る

発
展
の
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
茨
城
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の
開

通
と
国
道
６
号
小
美
玉
道
路
｟
仮
称
｠

の
早
期
実
現
に
よ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
徹
底
と
地
域
振
興

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
き
ま

し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
医

療
従
事
者
や
各
事
業
者
の
皆
さ
ま
方
の

多
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
感
染
拡
大
防

止
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
行
動
制
限

は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
茨
城
空
港
へ
の
延
伸
構

想
や
新
規
産
業
の
進
出
な
ど
の
情
勢
を

受
け
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
と
人

的
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
刻
々
と
変

化
す
る
社
会
情
勢
に
即
応
し
、
持
続
的

な
発
展
と
輝
く
未
来
を
目
指
し
て
、
小

美
玉
市
の
新
時
代
を
築
い
て
ま
い
り
ま

す
。

う
さ
ぎ
の
よ
う
に
跳
躍
す
る
年
に

　
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

第
２
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
が

満
了
を
迎
え
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
開

始
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
現

在
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
年
の
干
支
「
う

さ
ぎ
」
の
よ
う
に
、
本
市
が
さ
ら
に
大
き

く
跳
躍
・
発
展
で
き
る
年
と
な
る
よ

う
、
全
力
で
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健

康
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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の
緩
和
に
よ
り
市
民
生
活
や
観
光
事
業

な
ど
の
社
会
経
済
活
動
が
徐
々
に
再
開

さ
れ
、
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
年

と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の

健
康
と
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

５
つ
の
重
点
施
策
を
着
実
に

　
少
子
高
齢
化
、
自
然
災
害
へ
の
対
応

を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
や
世

界
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
る
原
材
料
の

価
格
高
騰
な
ど
、
本
市
に
は
多
く
の
課

題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

状
況
の
中
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
限

の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
Ｄ
Ｘ
｟※

｠

推
進
や
職
員
の
人
材
育
成
・
意
識
改
革

な
ど
の
行
財
政
改
革
に
着
手
す
る
と
と

も
に
、
「
教
育
」
「
農
業
」
「
福
祉
」
「
地
域

防
災
」
「
商
工
観
光
」
の
５
つ
の
重
点
施

策
を
着
実
に
進
め
、
そ
の
成
果
を
市
民

の
皆
さ
ま
に
早
期
に
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
行
政
の
推
進

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く

中
で
、
本
市
は
昨
年
９
月
に
策
定
し
た

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

デ
ジ
タ
ル
行
政
の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ 小美玉市長　島田 幸三

大
き
く
跳
躍
︑発
展
す
る
年
に

第２０２号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

メディア出演情報

※デジタルトランスフォーメーション・・・進化したデジタル技術を活かして人々の生活をより良いものへと変革すること。

放送予定：1月25日（水） 夜10：00～10：55

都会を出て暮らそうよ

地方移住を考えている都心在住者向け番組に

市長が出演し、小美玉暮らしの魅力を伝えます。

第2次総合計画後期基本計画ワークショップ第2次総合計画後期基本計画ワークショップ

愛宕神社のタブノキ（下玉里）愛宕神社のタブノキ（下玉里）

BSテレ東（BS７チャンネル）
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1/17は
防災・

ボランティア
の日上：こころふれあう羽鳥の会と羽鳥地区防災士会の避難所運営

ゲーム（HUG訓練）　中：消防本部・消防団合同の文化財火災
防ぎょ訓練　下：おがわ地区コミュニティ開催の防災イベント

再
点
検
！

我
が
家
の

防
災

「
何
が
起
き
る
か
」
を
想
像
し
な
が
ら

　
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
以
降
も
平
成
26
年
長
野
県

北
部
、
平
成
28
年
熊
本
、
平
成
30
年
胆
振
東
部
と
い
っ
た
、

住
居
の
全
壊
が
起
こ
る
よ
う
な
大
き
な
地
震
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
震
度
６
弱
以
上
の
地
震

が
、
30
年
以
内
に
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
｟全
国
地
震
動
予
測
地
図
２
０
２
０
年
版
｠
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
「
何
が
起
き
る
か
」
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
自
分

に
あ
っ
た
備
え
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
直
後
は
家
で
の
備
え
が
力
を
発
揮

家族と防災用品を点検しました

は最低３日分が必要というこ

とや、消毒液やマスクなど、

時代によって必要なもの

が変化していることに

気づきました。定期的

な点検が大切ですね。

宮川 健さん（十二所）

学生時代に災害ボランティアに参加した経験

から、各家庭の備えの重要性がコロナ禍でさ

らに増していると感じています。我が家は、

こころふれあう羽鳥の会から配布された防

災チェックシートを使って、非常持出品と備

蓄品を家族でチェックしてみました。備蓄品

あ
な
た
の
家
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て

い
ま
す
か
。
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
の
保

管
場
所
は
、
家
族
全
員
が
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
誰
か
が
備
え
て
い
て
く
れ
る
か
ら
大
丈

夫
」と
人
任
せ
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

災
害
は
突
然
起
き
る
も
の
。だ
か
ら
こ
そ
、

日
頃
の
備
え
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
力
を

発
揮
し
ま
す
。

住
ん
で
い
る
場
所
や
家
族
構
成
で
、
備
え
る

も
の
や
避
難
の
手
段
が
変
わ
り
ま
す
。こ
の

機
会
に
、
自
分
と
家
族
に
あ
っ
た
「
我
が
家

の
防
災
」を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
救
命
活
動
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
｟
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
通
信
｠
の
復
旧
が
行
き
届

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
頼
り
に
な
る
の
は
、

家
で
の
備
蓄
な
ど
自
分
で
で
き
る
備
え
で
す
。

年月日 震央地 最大震度

2022/3/26 福島県沖 6強

2021/2/13 福島県沖 6強

2019/6/18 山形県沖 6強

2019/2/21 胆振地方中東部 6弱

2019/1/3 熊本県熊本地方 6弱

2018/9/6 胆振地方中東部 7

2018/6/18 大阪府北部 6弱

2016/12/28 茨城県北部 6弱

▲近年発生した震度6弱以上の地震

（気象庁ホームページから作成）

震度6弱は、立っていることが困難になり、固定してい

ない家具の大半が移動し、倒れることがあるほどの揺

れです。

他
に
備
え
忘
れ
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
ね
！

備
蓄
品
は
、
最
低
３
日
分
が
必
要

ら
し
い
ね
。
水
は
１
人
１
日
３
ℓ
が

目
安
だ
か
ら…

３
人
家
族
の
ウ
チ
は

27
ℓ
の
飲
料
水
が
必
要
だ
ね
！
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1/17は
防災・

ボランティア
の日上：こころふれあう羽鳥の会と羽鳥地区防災士会の避難所運営

ゲーム（HUG訓練）　中：消防本部・消防団合同の文化財火災
防ぎょ訓練　下：おがわ地区コミュニティ開催の防災イベント

再
点
検
！

我
が
家
の

防
災

「
何
が
起
き
る
か
」
を
想
像
し
な
が
ら

　
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
以
降
も
平
成
26
年
長
野
県

北
部
、
平
成
28
年
熊
本
、
平
成
30
年
胆
振
東
部
と
い
っ
た
、

住
居
の
全
壊
が
起
こ
る
よ
う
な
大
き
な
地
震
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
震
度
６
弱
以
上
の
地
震

が
、
30
年
以
内
に
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
｟全
国
地
震
動
予
測
地
図
２
０
２
０
年
版
｠
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
「
何
が
起
き
る
か
」
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
自
分

に
あ
っ
た
備
え
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
直
後
は
家
で
の
備
え
が
力
を
発
揮

家族と防災用品を点検しました

は最低３日分が必要というこ

とや、消毒液やマスクなど、

時代によって必要なもの

が変化していることに

気づきました。定期的

な点検が大切ですね。

宮川 健さん（十二所）

学生時代に災害ボランティアに参加した経験

から、各家庭の備えの重要性がコロナ禍でさ

らに増していると感じています。我が家は、

こころふれあう羽鳥の会から配布された防

災チェックシートを使って、非常持出品と備

蓄品を家族でチェックしてみました。備蓄品

あ
な
た
の
家
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て

い
ま
す
か
。
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
の
保

管
場
所
は
、
家
族
全
員
が
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
誰
か
が
備
え
て
い
て
く
れ
る
か
ら
大
丈

夫
」と
人
任
せ
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

災
害
は
突
然
起
き
る
も
の
。だ
か
ら
こ
そ
、

日
頃
の
備
え
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
力
を

発
揮
し
ま
す
。

住
ん
で
い
る
場
所
や
家
族
構
成
で
、
備
え
る

も
の
や
避
難
の
手
段
が
変
わ
り
ま
す
。こ
の

機
会
に
、
自
分
と
家
族
に
あ
っ
た
「
我
が
家

の
防
災
」を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
救
命
活
動
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
｟
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
通
信
｠
の
復
旧
が
行
き
届

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
頼
り
に
な
る
の
は
、

家
で
の
備
蓄
な
ど
自
分
で
で
き
る
備
え
で
す
。

年月日 震央地 最大震度

2022/3/26 福島県沖 6強

2021/2/13 福島県沖 6強

2019/6/18 山形県沖 6強

2019/2/21 胆振地方中東部 6弱

2019/1/3 熊本県熊本地方 6弱

2018/9/6 胆振地方中東部 7

2018/6/18 大阪府北部 6弱

2016/12/28 茨城県北部 6弱

▲近年発生した震度6弱以上の地震

（気象庁ホームページから作成）

震度6弱は、立っていることが困難になり、固定してい

ない家具の大半が移動し、倒れることがあるほどの揺

れです。

他
に
備
え
忘
れ
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
ね
！

備
蓄
品
は
、
最
低
３
日
分
が
必
要

ら
し
い
ね
。
水
は
１
人
１
日
３
ℓ
が

目
安
だ
か
ら…

３
人
家
族
の
ウ
チ
は

27
ℓ
の
飲
料
水
が
必
要
だ
ね
！
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自
宅
の
あ
る
地
区
に
浸

水
害
の
危
険
が
あ
る
な
ど
、

身
の
安
全
が
確
保
で
き
な

い
場
合
、
市
指
定
の
避
難

所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
安
全
が
確
保
で
き

る
場
合
、
感
染
症
対
策
な

ど
か
ら
在
宅
避
難
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
自
分
や
家

族
の
状
況
も
踏
ま
え
て
避

難
方
法
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

の
準
備

公的機関による避難所開設
や救命活動、ライフライン
（電気・水道・ガス）の復旧
など。

自助だけで対応できない
大きな問題に対処するため
の、地域内での防災。

自分自身や家族単位で行う、最も基本的な防災です。家での備え
だけでなく、家族間の情報共有などが含まれます。感染症対策や
避難先に向かうまでの危険性などから、自宅の安全が確保できる
場合は在宅避難がおすすめです。

自助

公助共助

被
害
を
最
小
限
に
！

災
害
発
生
直
後
に
す
ぐ
役
立
つ
の
は
、
家
族
と
の
備
え
・
家
で
の
備
え
で
す
。災
害
前
後
に

何
を
行
う
べ
き
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

©東京消防庁

近年発生した地震における家具類の
転倒・落下・移動が原因のけが人の割合

熊本地震（一般住宅）

（2016.4.14/16）

岩手・宮城内陸地震
（2008.6.14）

新潟県中越沖地震
（2007.7.16）

能登半島地震
（2007.3.25）

福岡県西方沖地震
（2005.3.20）

新潟県中越地震
（2004.10.23）

十勝沖地震
（2003.9.26）

宮城県北部地震
（2003.7.26）

0 10% 50%40%30%20%

熊本地震（高層マンション）

（2016.4.14/16）
40%

29.2%

49.4%

36.3%

41.2%

36%

29.4%

40.7%

44.6%

家
具
の
転
倒・落
下・移
動
防
止

　
地
震
発
生
時
の
ケ
ガ
の
30
～
50
％
は
、
家
具
類

の
転
倒
・落
下
・移
動
が
原
因
で
す
。
こ
れ
は
火
災

の
原
因
や
避
難
経
路
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
収

納
家
具
の
数
を
絞
っ
て
集
中
的
に
収
納
す
る
、
家

具
を
安
全
な
場
所
に
設
置
す
る
、
家
具
を
固
定
す

る
な
ど
、
地
震
に
強
い
部
屋
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。家

具
類
の
転
倒
・
落
下

・
移
動

防
止
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

©
東
京
消
防
庁

の
対
応

災
害
後

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

　
災
害
時
、
自
分
の
住
む
地
域
に
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※

４
月
に
改
訂
版
冊
子
を
全
戸
配

布
予
定
で
す
。

詳細はこちら

公
助
の
役
割

共
助
の
役
割

　

災
害
前

家
族
を
守
る

備
蓄

　
備
え
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
非
常
持
出
品
・
備
蓄

品
の
両
方
を
Ｐ
９
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
備
蓄
品
の
場
合
、
水
・
食
料
の
目
安
は

１
人
３
日
分
で
す
。
ま
た
断
水
の
可
能
性
を
考

慮
し
、
簡
易
ト
イ
レ

も
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
服
用
中
の

薬
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
な
ど
、
個
人
で
必

要
な
も
の
も
忘
れ
ず

に
。家

族
で
ル
ー
ル
を
決
め
る

　
災
害
発
生
時
は
連
絡
を
取
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
、
安
否
確
認
の
方
法
を

共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
な
ど
、
家

族
で
災
害
発
生
時
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
、
市
内
の
情
報
収
集

に
役
立
つ
の
が
小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト
で
す
。

緊
急
情
報
が
配
信
さ
れ
る
ほ
か
、
気
象
情
報
や

停
電
情
報
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
災
害

状
況
を
入
手
で
き
る

リ
ン
ク
先
が
一
覧
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
時

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

在
宅
避
難
か
？
避
難
所
か
？

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
洪
水
な
ど
の
危
険
が
迫
っ
た
時
、
家
族
で
い
つ

何
を
す
る
か
時
間
別
で
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
記
入
例
を
確
認
で
き
ま
す
。
詳細はこちら

防災サイト

はこちら

公
助
は
、
市
役
所
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
に
よ
る
公
的
な
支
援
を
指
し
ま
す
。
市
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
の
整
備

や
他
市
町
村
・

市
内
外
民
間
企

業
と
の
連
携
協

定
締
結
な
ど
、

災
害
発
生
時
の

体
制
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
共
助
は
、
自
分
や
家
族
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
近
所
の
方

や
地
区
の
方
と
一
緒
に
行
う
防
災
活
動
で
す
。

自
主
防
災
組
織

　
自
主
防
災
組
織
は
防
災
活
動
を
目
的
と
し

た
組
織
で
、
普
段
は
防
災
の
啓
発
活
動
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
調
査
、
防
災
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
は
避
難
所
の
運
営

や
、
高
齢
者
な
ど
の
災
害
弱
者
へ
の
支
援
の

担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
水
害
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
な
く
す
た

め
に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
自
主
防
災
組
織
を
地
域
の
防

災
の
大
切
な
担
い
手
と
考
え
、
結
成
・
育
成

の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

羽鳥小学校開催の羽鳥防災士会ロープワーク講座 市職員の避難所設営訓練

在宅避難

メリット

・人目が気にならない

デメリット

・食料確保や情報入手、事態が変わった時の判断

を自分でする必要がある

避難所

メリット

・食料や物資、情報が確保入手しやすい

・周りの人と励まし合えるため心強い

デメリット

・人目が気になる

・避難所にいる人みんなと同じリズムで生活する

・水回りなど共同で利用するため、衛生的な環境が

保たれにくい

備
え
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自
宅
の
あ
る
地
区
に
浸

水
害
の
危
険
が
あ
る
な
ど
、

身
の
安
全
が
確
保
で
き
な

い
場
合
、
市
指
定
の
避
難

所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
安
全
が
確
保
で
き

る
場
合
、
感
染
症
対
策
な

ど
か
ら
在
宅
避
難
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
自
分
や
家

族
の
状
況
も
踏
ま
え
て
避

難
方
法
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

の
準
備

公的機関による避難所開設
や救命活動、ライフライン
（電気・水道・ガス）の復旧
など。

自助だけで対応できない
大きな問題に対処するため
の、地域内での防災。

自分自身や家族単位で行う、最も基本的な防災です。家での備え
だけでなく、家族間の情報共有などが含まれます。感染症対策や
避難先に向かうまでの危険性などから、自宅の安全が確保できる
場合は在宅避難がおすすめです。

自助

公助共助

被
害
を
最
小
限
に
！

災
害
発
生
直
後
に
す
ぐ
役
立
つ
の
は
、
家
族
と
の
備
え
・
家
で
の
備
え
で
す
。災
害
前
後
に

何
を
行
う
べ
き
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

©東京消防庁

近年発生した地震における家具類の
転倒・落下・移動が原因のけが人の割合

熊本地震（一般住宅）

（2016.4.14/16）

岩手・宮城内陸地震
（2008.6.14）

新潟県中越沖地震
（2007.7.16）

能登半島地震
（2007.3.25）

福岡県西方沖地震
（2005.3.20）

新潟県中越地震
（2004.10.23）

十勝沖地震
（2003.9.26）

宮城県北部地震
（2003.7.26）

0 10% 50%40%30%20%

熊本地震（高層マンション）

（2016.4.14/16）
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36.3%

41.2%

36%

29.4%

40.7%

44.6%

家
具
の
転
倒・落
下・移
動
防
止

　
地
震
発
生
時
の
ケ
ガ
の
30
～
50
％
は
、
家
具
類

の
転
倒
・落
下
・移
動
が
原
因
で
す
。
こ
れ
は
火
災

の
原
因
や
避
難
経
路
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
収

納
家
具
の
数
を
絞
っ
て
集
中
的
に
収
納
す
る
、
家

具
を
安
全
な
場
所
に
設
置
す
る
、
家
具
を
固
定
す

る
な
ど
、
地
震
に
強
い
部
屋
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。家

具
類
の
転
倒
・
落
下

・
移
動

防
止
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

©
東
京
消
防
庁

の
対
応

災
害
後

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

　
災
害
時
、
自
分
の
住
む
地
域
に
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※

４
月
に
改
訂
版
冊
子
を
全
戸
配

布
予
定
で
す
。

詳細はこちら

公
助
の
役
割

共
助
の
役
割

　

災
害
前

家
族
を
守
る

備
蓄

　
備
え
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
非
常
持
出
品
・
備
蓄

品
の
両
方
を
Ｐ
９
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
備
蓄
品
の
場
合
、
水
・
食
料
の
目
安
は

１
人
３
日
分
で
す
。
ま
た
断
水
の
可
能
性
を
考

慮
し
、
簡
易
ト
イ
レ

も
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
服
用
中
の

薬
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
な
ど
、
個
人
で
必

要
な
も
の
も
忘
れ
ず

に
。家

族
で
ル
ー
ル
を
決
め
る

　
災
害
発
生
時
は
連
絡
を
取
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
、
安
否
確
認
の
方
法
を

共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
な
ど
、
家

族
で
災
害
発
生
時
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
、
市
内
の
情
報
収
集

に
役
立
つ
の
が
小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト
で
す
。

緊
急
情
報
が
配
信
さ
れ
る
ほ
か
、
気
象
情
報
や

停
電
情
報
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
災
害

状
況
を
入
手
で
き
る

リ
ン
ク
先
が
一
覧
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
時

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

在
宅
避
難
か
？
避
難
所
か
？

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
洪
水
な
ど
の
危
険
が
迫
っ
た
時
、
家
族
で
い
つ

何
を
す
る
か
時
間
別
で
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
記
入
例
を
確
認
で
き
ま
す
。
詳細はこちら

防災サイト

はこちら

公
助
は
、
市
役
所
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
に
よ
る
公
的
な
支
援
を
指
し
ま
す
。
市
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
の
整
備

や
他
市
町
村
・

市
内
外
民
間
企

業
と
の
連
携
協

定
締
結
な
ど
、

災
害
発
生
時
の

体
制
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
共
助
は
、
自
分
や
家
族
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
近
所
の
方

や
地
区
の
方
と
一
緒
に
行
う
防
災
活
動
で
す
。

自
主
防
災
組
織

　
自
主
防
災
組
織
は
防
災
活
動
を
目
的
と
し

た
組
織
で
、
普
段
は
防
災
の
啓
発
活
動
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
調
査
、
防
災
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
は
避
難
所
の
運
営

や
、
高
齢
者
な
ど
の
災
害
弱
者
へ
の
支
援
の

担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
水
害
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
な
く
す
た

め
に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
自
主
防
災
組
織
を
地
域
の
防

災
の
大
切
な
担
い
手
と
考
え
、
結
成
・
育
成

の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

羽鳥小学校開催の羽鳥防災士会ロープワーク講座 市職員の避難所設営訓練

在宅避難

メリット

・人目が気にならない

デメリット

・食料確保や情報入手、事態が変わった時の判断

を自分でする必要がある

避難所

メリット

・食料や物資、情報が確保入手しやすい

・周りの人と励まし合えるため心強い

デメリット

・人目が気になる

・避難所にいる人みんなと同じリズムで生活する

・水回りなど共同で利用するため、衛生的な環境が

保たれにくい

備
え
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災
害
時
、迷
わ
ず
行
動
す
る
た
め
に

こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会

　会
長

　花
山 

俊
夫 

さ
ん参考： 寒川 一　監修『キャンプ×防災のプロが教える　新時代の防災術』株式会社　学研プラス、2021／川崎 憲一郎　編集『防災・防犯読本』株式会社笠倉出版社、2022／

　　　　 国崎 信江　監修『もしもに備える　みんなの防災BOOK』株式会社メディアソフト、2021

持出品・備蓄品チェックリスト
避難するときに最初に持ち出すものです。各々の事情に合わせて、
必要最低限のものをリュックなどに準備しておきましょう。

非常食
□飲料水
□レトルト食品
□缶詰（缶切り不要タイプ）
□アルファ米
□インスタント食品
□お菓子類

生活用品・衛生用品
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備電池
□ロープ
□ナイフ
□ビニール袋（大・小）
□使い捨てカイロ
□ドライシャンプー
□ウェットティッシュ
□歯磨き用品
□災害用簡易トイレ
□現金・貴重品
□健康保険証（コピー可）
□通帳・印鑑

衣類
□ヘルメット
□衣類・下着
□毛布
□レインコート
□軍手（厚手の手袋）

乳幼児用品
□粉ミルク・ほ乳びん
□離乳食
□スプーン
□紙おむつ
□バスタオル
□だっこ紐
□母子手帳

要介護者のいる家庭
□介護用おむつ
□障害者手帳
□補助用具などの予備

医薬品
□救急薬品セット
□常備薬
□持病薬
□お薬手帳
□マスク

非常持出品

必要最低限のものだけでなく、自分や家族の事情に合わせて用意すればより安心です。
アウトドア用品は災害時にも役立ちます。 ※あくまで一例です。あると便利なもの

両手を空けられるうえ、自分の向いている方向
に常に光をあてられるので便利。

□ヘッドライト

□ポータブル電源
携帯電話の充電だけ
でなく、扇風機や電
気毛布などにも使え
る。

□浄水器・浄水剤
飲料水が手元にない
場合は、川の水や雨
水をろ過して飲める
手段があると安心。

避難所生活で、まわりの音や明るさが気になる
ときに。

□アイマスク・耳栓

□サバイバルシート
アルミが貼り付けら
れ た 保 温 性 の 高 い
シートで、体を包み体
温 を 維 持 で きる 。

□ランタン
消費電力が少なく長
寿命なLEDのものが
使いやすい。

マジックペンでメモ・書置きとしても使える。耐
久性の高い布製のものが良い。

□ガムテープ

食器やコップとしてだけでなく、たき火やコンロ
で煮炊きするのにも使えて便利。

□金属製カップ
長期間の避難生活になると、衛生面や身だしな
みが気になってくる。

□抗菌・消臭スプレー
在宅避難生活のほか、壊れたものや飛散したガ
ラスを片付けるのにも役立つ。

□掃除用具

□マルチツール
ナイフ・ハサミ・缶切
り・ドライバーなどが
ひとまとめになってお
り、かさばらず便利。

□モバイルバッテリー
情報収集・安否確認
に必要な携帯電話を
充電するため、あると
安心。

食料品
□非常食（レトルト食品、缶詰など）
□食器類
□はし・スプーン
□ラップフィルム

生活用品
□カセットコンロ
□予備のボンベ
□野外バーベキュー用品
□燃料（木炭・固形燃料など）
□給水用ポリタンク
□洗面用具、ドライシャンプー

生活用水・飲料水
□4人なら飲料水（3日分）は36ℓ必要

その他
□ホイッスル、ビニールシート
□新聞紙、災害用簡易トイレ
□生理用品、工具類

救援物資が届くまでの間、自足するものです。一人3日分を目安に備蓄しましょう。
飲料水は1人あたり1日3リットル必要です。備蓄品

美
野
里
消
防
署

　救
急
救
命
士

　井
坂 

彰
吾 

さ
ん

「
ま
さ
か
自
分
が…

」は
誰
に
で
も

救
命
の
バ
ト
ン
を
我
々
が
引
き
継
ぐ
ま
で
の
間
︑

居
合
わ
せ
た
人
の
お
か
げ
で

助
か
る
命
は
非
常
に
多
い
で
す
︒

緊
急
時
︑市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

と
て
も
大
き
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

1人あたり1日
3ℓの飲料水が必要！

12ℓ × 3日分＝36ℓ

× 4人＝12ℓ /1日
家 族

救
急
救
命
士
の
お
仕
事

　
普
段
は
事
務
処
理
や
訓
練
の
ほ
か
、
地
域

の
消
防
用
設
備
を
点
検
し
た
り
、
避
難
訓
練

や
救
急
講
習
会
に
出
張
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
車
両
の
進
入
に
支
障
が
な
い
か
、
地

域
の
道
路
状
況
の
確
認
は
常
に
行
い
ま
す
。

　
緊
急
時
は
救
急
車
で
現
場
へ
出
動
。
そ
の

場
で
で
き
る
適
切
な
処
置
を
し
、
病
院
ま
で

搬
送
し
ま
す
。
大
規
模
地
震
は
負
傷
者
が
多

く
な
り
、
病
院
が
ひ
っ
迫
状
態
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
病
院
の
空
き
状
況
を

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
地
震
発
生
時
は
家
中
が
散
乱
し
、
火
災
な

ど
二
次
災
害
が
起
き
や
す
く
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
が
ち
で
す
。
火
の
元
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。
ま

た
、
非
常
持
出
品
の
位
置
は
家
族
全
員
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
｟持
病
の
あ
る
方
は
薬
の
位
置

も
｠
。
少
し
で
も
備
え
て
お
け
ば
、
行
動
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
ま
す
。

災
害
は
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事

　
自
動
車
事
故
で
出
動
し
た
時
、
「
ま
さ
か
自

分
が…

」
と
漏
ら
す
人
を
多
く
見
か
け
ま
し

た
。
災
害
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
に
で
も
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

身
近
な
も
の
と
し
て
、
他
人
事
で
は
な
く
自

分
事
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
で
す
。

会
の
取
り
組
み

　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会
は
、
羽
鳥
地
区

に
あ
る
14
行
政
区
で
連
携
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
、
現
在
会
員
数
１
６
０
０
名
で
す
。
地
区
の

防
災
計
画
の
策
定
や
、
災
害
時
に
役
立
つ

ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
羽
鳥
小
学
校
で
講
義
す

る
な
ど
、
実
践
的
な
備
え
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
は
事
前
の
訓
練
が
重
要

　
災
害
が
実
際
に
起
き
た
時
、
迷
わ
ず
に
行

動
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
ど
う
い
う
判
断

を
す
べ
き
か
、
家
族
で
家
の
防
災
計
画
を
立

て
て
お
く
な
ど
、
事
前
の
訓
練
が
重
要
で
す
。

備
え
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頭
が

真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
品
以
外
に
ト
イ
レ
の
備
蓄
も
！

　
備
蓄
品
は
、
食
品
や
飲
料
水
だ
け
で
な
く
、

ト
イ
レ
の
備
え
も
重
要
。
仮
設
ト
イ
レ
と
凝

固
剤
は
セ
ッ
ト
で
揃
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災

害
発
生
時
だ
け
の
も
の
と
考
え
る
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
使
え
な
い
の
で
、

使
用
期
限
が
近
く
な
っ
た
も
の
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
災
害
時
を
想
定
し
て
実
際
に

使
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

小
美
玉
市
は
震
度
６
強
を
想
定
し
て
防
災
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
︒

家
︑地
域
︑市
の
計
画
す
べ
て
で
︑こ
の
基
準
に

統
一
し
な
が
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
︒
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災
害
時
、迷
わ
ず
行
動
す
る
た
め
に

こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会

　会
長

　花
山 

俊
夫 

さ
ん参考： 寒川 一　監修『キャンプ×防災のプロが教える　新時代の防災術』株式会社　学研プラス、2021／川崎 憲一郎　編集『防災・防犯読本』株式会社笠倉出版社、2022／

　　　　 国崎 信江　監修『もしもに備える　みんなの防災BOOK』株式会社メディアソフト、2021

持出品・備蓄品チェックリスト
避難するときに最初に持ち出すものです。各々の事情に合わせて、
必要最低限のものをリュックなどに準備しておきましょう。

非常食
□飲料水
□レトルト食品
□缶詰（缶切り不要タイプ）
□アルファ米
□インスタント食品
□お菓子類

生活用品・衛生用品
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備電池
□ロープ
□ナイフ
□ビニール袋（大・小）
□使い捨てカイロ
□ドライシャンプー
□ウェットティッシュ
□歯磨き用品
□災害用簡易トイレ
□現金・貴重品
□健康保険証（コピー可）
□通帳・印鑑

衣類
□ヘルメット
□衣類・下着
□毛布
□レインコート
□軍手（厚手の手袋）

乳幼児用品
□粉ミルク・ほ乳びん
□離乳食
□スプーン
□紙おむつ
□バスタオル
□だっこ紐
□母子手帳

要介護者のいる家庭
□介護用おむつ
□障害者手帳
□補助用具などの予備

医薬品
□救急薬品セット
□常備薬
□持病薬
□お薬手帳
□マスク

非常持出品

必要最低限のものだけでなく、自分や家族の事情に合わせて用意すればより安心です。
アウトドア用品は災害時にも役立ちます。 ※あくまで一例です。あると便利なもの

両手を空けられるうえ、自分の向いている方向
に常に光をあてられるので便利。

□ヘッドライト

□ポータブル電源
携帯電話の充電だけ
でなく、扇風機や電
気毛布などにも使え
る。

□浄水器・浄水剤
飲料水が手元にない
場合は、川の水や雨
水をろ過して飲める
手段があると安心。

避難所生活で、まわりの音や明るさが気になる
ときに。

□アイマスク・耳栓

□サバイバルシート
アルミが貼り付けら
れ た 保 温 性 の 高 い
シートで、体を包み体
温 を 維 持 で きる 。

□ランタン
消費電力が少なく長
寿命なLEDのものが
使いやすい。

マジックペンでメモ・書置きとしても使える。耐
久性の高い布製のものが良い。

□ガムテープ

食器やコップとしてだけでなく、たき火やコンロ
で煮炊きするのにも使えて便利。

□金属製カップ
長期間の避難生活になると、衛生面や身だしな
みが気になってくる。

□抗菌・消臭スプレー
在宅避難生活のほか、壊れたものや飛散したガ
ラスを片付けるのにも役立つ。

□掃除用具

□マルチツール
ナイフ・ハサミ・缶切
り・ドライバーなどが
ひとまとめになってお
り、かさばらず便利。

□モバイルバッテリー
情報収集・安否確認
に必要な携帯電話を
充電するため、あると
安心。

食料品
□非常食（レトルト食品、缶詰など）
□食器類
□はし・スプーン
□ラップフィルム

生活用品
□カセットコンロ
□予備のボンベ
□野外バーベキュー用品
□燃料（木炭・固形燃料など）
□給水用ポリタンク
□洗面用具、ドライシャンプー

生活用水・飲料水
□4人なら飲料水（3日分）は36ℓ必要

その他
□ホイッスル、ビニールシート
□新聞紙、災害用簡易トイレ
□生理用品、工具類

救援物資が届くまでの間、自足するものです。一人3日分を目安に備蓄しましょう。
飲料水は1人あたり1日3リットル必要です。備蓄品

美
野
里
消
防
署

　救
急
救
命
士

　井
坂 

彰
吾 

さ
ん

「
ま
さ
か
自
分
が…

」は
誰
に
で
も

救
命
の
バ
ト
ン
を
我
々
が
引
き
継
ぐ
ま
で
の
間
︑

居
合
わ
せ
た
人
の
お
か
げ
で

助
か
る
命
は
非
常
に
多
い
で
す
︒

緊
急
時
︑市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

と
て
も
大
き
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

1人あたり1日
3ℓの飲料水が必要！

12ℓ × 3日分＝36ℓ

× 4人＝12ℓ /1日
家 族

救
急
救
命
士
の
お
仕
事

　
普
段
は
事
務
処
理
や
訓
練
の
ほ
か
、
地
域

の
消
防
用
設
備
を
点
検
し
た
り
、
避
難
訓
練

や
救
急
講
習
会
に
出
張
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
車
両
の
進
入
に
支
障
が
な
い
か
、
地

域
の
道
路
状
況
の
確
認
は
常
に
行
い
ま
す
。

　
緊
急
時
は
救
急
車
で
現
場
へ
出
動
。
そ
の

場
で
で
き
る
適
切
な
処
置
を
し
、
病
院
ま
で

搬
送
し
ま
す
。
大
規
模
地
震
は
負
傷
者
が
多

く
な
り
、
病
院
が
ひ
っ
迫
状
態
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
病
院
の
空
き
状
況
を

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
地
震
発
生
時
は
家
中
が
散
乱
し
、
火
災
な

ど
二
次
災
害
が
起
き
や
す
く
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
が
ち
で
す
。
火
の
元
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。
ま

た
、
非
常
持
出
品
の
位
置
は
家
族
全
員
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
｟持
病
の
あ
る
方
は
薬
の
位
置

も
｠
。
少
し
で
も
備
え
て
お
け
ば
、
行
動
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
ま
す
。

災
害
は
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事

　
自
動
車
事
故
で
出
動
し
た
時
、
「
ま
さ
か
自

分
が…

」
と
漏
ら
す
人
を
多
く
見
か
け
ま
し

た
。
災
害
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
に
で
も
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

身
近
な
も
の
と
し
て
、
他
人
事
で
は
な
く
自

分
事
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
で
す
。

会
の
取
り
組
み

　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会
は
、
羽
鳥
地
区

に
あ
る
14
行
政
区
で
連
携
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
、
現
在
会
員
数
１
６
０
０
名
で
す
。
地
区
の

防
災
計
画
の
策
定
や
、
災
害
時
に
役
立
つ

ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
羽
鳥
小
学
校
で
講
義
す

る
な
ど
、
実
践
的
な
備
え
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
は
事
前
の
訓
練
が
重
要

　
災
害
が
実
際
に
起
き
た
時
、
迷
わ
ず
に
行

動
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
ど
う
い
う
判
断

を
す
べ
き
か
、
家
族
で
家
の
防
災
計
画
を
立

て
て
お
く
な
ど
、
事
前
の
訓
練
が
重
要
で
す
。

備
え
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頭
が

真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
品
以
外
に
ト
イ
レ
の
備
蓄
も
！

　
備
蓄
品
は
、
食
品
や
飲
料
水
だ
け
で
な
く
、

ト
イ
レ
の
備
え
も
重
要
。
仮
設
ト
イ
レ
と
凝

固
剤
は
セ
ッ
ト
で
揃
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災

害
発
生
時
だ
け
の
も
の
と
考
え
る
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
使
え
な
い
の
で
、

使
用
期
限
が
近
く
な
っ
た
も
の
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
災
害
時
を
想
定
し
て
実
際
に

使
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

小
美
玉
市
は
震
度
６
強
を
想
定
し
て
防
災
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
︒

家
︑地
域
︑市
の
計
画
す
べ
て
で
︑こ
の
基
準
に

統
一
し
な
が
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
︒
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秋の叙勲で、 前小美玉市教育委員会教育長の

加瀬 博正さん （７８歳 ・ 中延） が瑞宝双光章

を受章しました。

加瀬さんは、 長年にわたり学校教育に従事し、

小川町立小川南中学校長、 小川町立小川小

学校長を歴任し、 学校経営で優れた手腕を発

揮しました。

退職後は、 元気っ子幼稚園長に就任し、 幼児

教育と小学校教育との円滑な接続に努めまし

た。 平成 24 年 6 月から市教育委員会教育長

として約９年に渡り、 教育行政の振興に貢献し

ました。

問い合わせ　教育指導課　学務係

☎ 0299-48-1111 （内線 2222）

令和 4 年秋の叙勲

加瀬 博正さんが瑞
ず い ほ う そ う こ う し ょ う

宝双光章を受章

秋の叙勲で、 元小美玉市消防団長の菊池 広

己さん （上合、 写真左） が瑞宝双光章を、 元

美野里町消防団副団長の君山 朝松さん （西

郷地、 写真右） が瑞宝単光章をそれぞれ受章

し、 市長を表敬訪問しました。

お二人は長年消防団組織の中核として消防団

活動に貢献し、 地域の安心安全な暮らしに尽

力した功績が認められました。

問い合わせ　消防本部　総務課

☎ 0299-５８-４５４１ （内線 2900）

令和 4 年秋の叙勲

菊池 広己さんと君山 朝松さんが受章

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消



11 広報おみたま　2023.1

問い合わせ　秘書政策課　秘書広聴係

☎ 0299-48-1111 （内線 1202 ・1204）

市民の方々が市長と懇談・交流しながら、 市政

をより身近に感じていただくことを目的に、 「市

長と市民のランチミーティング」 を行いました。

小川文化センターアピオス 40 歳 ・ 四季文化

館みの～れ 20 歳記念事業実行委員の方々と

市長が懇談し、 その後黙食で給食をいただき

ました。

委員の皆さんからは、 記念事業を通して感じ

た想いや公共ホールに対する考えをお話しいた

だきました。

令和 4 年秋の叙勲

建具職人の安達 克敏さんが黄
お う じ ゅ ほ う し ょ う

綬褒章を受章

問い合わせ　商工観光課　商工企業誘致係

☎ 0299-48-1111 （内線 1162）

秋の叙勲で、 安達 克敏さん （羽鳥、 写真中

央） が、 黄綬褒章を受章し、 市長を表敬訪問

しました。 創業８７年、 建具会社の 3 代目であ

る安達さんは 「いばらき組子」 を制作する職

人として数多くの賞を受賞しています。 令和 3

年には現代の名工 （厚生労働省） に選出され、

令和 4 年 2 月には茨城県伝統工芸士に認定

されました。

受章に当たり、 「近年、 組子に関心を持つ若い

世代が増えてきていると感じます。 これを機に

更に組子の良さを広めていきたいです」 と語り

ました。

公共ホールについて意見交換

市長と市民のランチミーティングを行いました

税込価格畳は最高の床材です！

国産畳表替 　7,700円～

大サイズ

　2,300円アミ戸張替
厚口紙 大サイズ

　2,860円障子張替

　2,750円～襖貼替

☎0299(26)0669
石岡市旭台 1-15-1

謹賀新年
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12 月 11 日 （日） に、 茨城県議会議員一般選

挙の投開票が行われました。

投開票結果は右のとおりです。
結果 氏名 党派 得票数

当選 木村 喜一（新） 無所属 9,953

幡谷 好文（現） 自由民主党 9,246

有権者数 投票者数 投票率

男 20,269 9,619 47.46％

女 20,249 9,758 48．19％

計 40,518 19,377 47.82％
問い合わせ

小美玉市選挙管理委員会 （総務課）

☎ 0299-48-1111 （内線 1275）

小美玉市選挙区選出の茨城県議会議員が決まりました

1 月２６日の文化財防火デーを前に、 市内の文

化財を火災や震災などの災害から守るとともに、

文化財愛護の機運を高めるため火災防ぎょ訓

練を行いました。 曹洞宗鳳林院と民家園 「旧

小松家住宅」 を会場に、 消防職員 ・ 消防団員

と市役所職員約 150 名、 消防車両 20 台が

参加。 文化財関係者による通報 ・ 初期消火 ・

文化財搬出訓練に続き、 遠距離から消火水を

送水する中継訓練を実施しました。

問い合わせ

消防本部　玉里消防署

☎ 0299-５８-0555 （内線 2900）

大切な文化財を未来へ残すために

火災防ぎょ訓練を行いました

上 ： 曹洞宗鳳林院 （竹原中郷）
下 ： 民家園 「旧小松家住宅」 （下玉里）

木村 喜一

無所属・新人

■開票結果

■投票者数・投票率
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新型コロナウイルス感染症対策のため、 株式

会社一昇金属 （磯前 慎一郎代表取締役 ： 写

真中央） と株式会社常陽銀行ひたちなか支店

（真家 賢一支店長 ： 写真右） から、 社会貢献

応援債を活用して合計 100 万円の寄付をいた

だきました。

いただいた寄付は、 新型コロナウイルス感染症

対策備品の購入に活用します。

問い合わせ　企画調整課　企画調整係

☎ 0299-48-1111 （内線 1232）

新型コロナウイルス感染症対策に

㈱一昇金属、 ㈱常陽銀行から寄付をいただきました

街角の年金相談センター水戸
年金相談や年金請求などのお手続きが無料でできます。

水戸市南町3-4-10 水戸ＦＦセンタービル１階

電話：029（231）6541

水戸駅北口から徒歩15分：「南町３丁目」バス停下車

駐車場は南町３丁目パーキングをご利用ください。

受付時間：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

8時30分～17時15分まで ※月曜日19時まで

お電話による年金相談は受け付けておりません。

日本年金機構から委託を受け全国社会保険労務士会連合会が運営しています。

予約受付
専用電話 （ナビダイヤル）

0570-05-4890

学区コミュニティの防災活動をご紹介します

おがわ地区コミュニティ

問い合わせ　市民協働課　市民協働係　☎ 0299-48-1111 （内線 1253）

住みよい堅倉地区をつくる会

催。 降雨や土石流体験車・段ボールベッド作成・

救急救命体験 ・ 防災カードゲームなどが行わ

れました。 実際に体験しながら学ぶことで、 非

常の際にどう備えるべきか、 どう行動するべき

か考えながら真剣に取り組んでいました。

地域の防災

力 向 上 を 目

的として、 堅

倉小学校の

児童を対象

に体験型防

災訓練を開

救助用具の展示 ・ 煙体験ハウス ・ 茨城県警

察音楽隊のコンサートなどが行われました。 老

若男女問わず多くの方が来場し、 展示や体験

をとおして来場者が防災に対する理解を深める

機会となりました。

地域住民に

防 災 を よ り

身 近 に 感 じ

てもらおうと、

防災イベント

を 開 催。 緊

急車両・災害
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問い合わせ　小川公民館　☎ 0299-58-3111

6 月から 12 月にかけて実施した市内在住の高齢者層を対象とする令和 4 年度 「ふれあい大学」 を

閉講しました。 講師やボランティアの皆さんのご協力があり、 各講座とも毎回大いに盛り上がり、 参

加者からは、 「楽しかった。 また来年も参加したい」 「講座で学んだことを日々の生活に活かしていき

たい」 などの声が上がりました。

仲間と一緒に楽しい学びを

令和 4 年度ふれあい大学を閉講しました

3

6

7

１

4

2

5

１　フラワーアレンジメント （大越和子講師、フラワーアレンジメントばらの会）

2　料理 （加瀬美代子講師）

３　絵手紙 （久保田紀子講師）

４　スマートフォン （東ヶ崎鈴子講師）

5　園芸 （大山広行講師 ・ 飯島武夫講師）

6　シルバーリハビリ体操 （講師 ： シルバーリハビリ体操指導士会）

7　グラウンド ・ ゴルフ （講師 ： グラウンド ・ ゴルフ会員）
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紹介します！わたしの学校 児童の主体性を育む教育を

21

1 あいさつ運動　　2 ドリームバード計画（児童の夢と目標を掲示）　3 読書環境が整えられてきた図書室

3

問い合わせ　教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2231）

羽鳥小は、創立130年の伝統ある学校です。

毎年、創立記念日に合わせて、創立記念集会を

行っています。今年度は、学校に関するクイズを

やったり、学校をよりよくするためのお願いを発

表したりしました。また、元気なあいさつがひびく

学校にするためにあいさつ運動を実施したとこ

ろ、毎日少しずつみんなのあいさつが大きくなっ

てきました。羽鳥小がさらによい学校になるよう、

これからもみんなで協力していきたいです。

学校紹介

羽鳥小学校

羽鳥小学校

菊池 彰伸 教諭

校章解説 ： 校章 「羽ばたくおおとり」 は、 昭和 50 年

に制定されました。 図案は、本校卒業生（昭和 11 年卒）

の漫画家、 信田力夫さんの作です。

羽鳥小学校

6 年

加納 大聖 さん

本校は、児童の主体性を育むための教育活動を

日々実施しています。その一環として、児童の夢

と目標が書かれたドリームバードを職員室前に

掲示しました。休み時間には友達の夢を見つつ、

将来に思いをはせる児童の姿が見られます。ま

た、地域や保護者の皆さまによる登下校時の見

守り活動のほか、今年度は図書ボランティアの活

動により、読書が楽しみになる図書室の環境が

整えられています。今後も地域や保護者の皆さ

まのご協力をお願いします。

今年度の組織目標 :

よりよい教育活動を通して児童の

主体性を育む （脱 ・ やらされ感）
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■民生委員 ・ 児童委員の改選がありました

３年に一度の民生委員 ・ 児童委員の全国一斉改

選に伴い、 12 月 1 日に小川文化センターアピオ

スで委嘱状伝達式を開催し、 新任 ・ 再任の委員

に委嘱状を手渡しました。

新任、 再任を合わせて 88 名の新しい民生委員 ・

児童委員には、令和7年11月30日までの３年間、

地域に根ざした相談、 支援活動を行い、 市民が

抱えるさまざまな課題の解決に向け尽力していた

だきます。 担当区域の委員に連絡を取りたい方は、

下記までお問い合わせください。

➡改選に伴い退任した委員を裏表紙 （P.20） で

　 紹介していますのでご覧ください。

■民生委員 ・ 児童委員とは

地域の住民の福祉向上のために、 民生委員法に基づいて、

厚生労働大臣が委嘱する非常勤の地方公務員（無給）であり、

児童福祉法に基づく児童委員も兼ねています。委員の中には、

児童福祉の問題を専門的に担当する主任児童委員もいます。

民生委員 ・ 児童委員は、 暮らしの悩みや心配ごとがある方の

身近な相談相手として、 地域住民である皆さんと同じ立場で

相談にのり、 必要であれば福祉制度や子育て支援サービスを

受けられるように関係機関へつなぐ役割を果たします。

高齢者や障がいをお持ちの方への支援が必要なとき、 子育て

や介護の心配ごとや不安などがあるときは、、 お近くの民生委

員 ・ 児童委員に気軽にご相談ください。 委員には守秘義務が

あるため、 個人の秘密は守られます。

問い合わせ　社会福祉課　社会福祉係　☎ 0299-48-1111 （内線 3225）

民生委員 ・ 児童委員一斉改選に伴う委嘱状伝達式

地域の身近な相談相手　民生委員 ・ 児童委員を紹介します

担当区域 委員氏名

本田町 郡司　眞知子

大町 ・ 中田宿 ・ 雷神官舎 ・ 雷神住宅 塚本　正紀

川岸 山本　秀夫

橋向 ・ 横町 沼田　陽子

坂上 ・ 坂下 桜井　孝

二本松 長谷川　尚美

下馬場 ・ 小塙 瀧平　清満

立延 ・ 中根 玉造　和男

宮田 ・ 下田 ( 一 ) ・ 下田 ( 二 ) 押手　ひろ子

新林 ・ 野田古新田 ・ 野田官舎 貝塚　博美

稲荷坪 ・ 隠谷 ・ 野田本田 田村　政之

鷺沼 ・ 伏沼 矢口　尚

世楽 八文字　保男

佐才 小堀　栄一

上吉影 ・ みのり台団地 ・ 上吉影住宅 島﨑　晋

飯前 ・ 前原 ・ 東山団地 飯田　和枝

担当区域 委員氏名

上合 ・ 前野 佐川　利衛

宿 ・ 下吉影官舎 成井　嘉男

下吉影本田 ・ 下吉影荒地 田山　久夫

貝谷 ・ 南原 ・ 下吉影古新田 安　剛夫

与沢 長島　洋治

倉数川前 近藤　弘子

倉数川向 ・ 与沢百里 笹目　壽子

外之内 倉田　美智子

幡谷 ・ 羽木上 戸塚　俊宏

山野 ・ 山野台 ・ 山野住宅 大塚　眞一

川戸 植田　眞理子

清水頭 ・ 百里自営 ・ 百里開拓 藤岡　誠

山川 ・ 山川住宅 三上　政雄

田中台 ・ 小川ニュータウン 幡谷　惠

主任児童委員 （北中学区） 高野　晴夫

主任児童委員 （南中学区） 潮田　和実

小川地区
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民生委員 ・ 児童委員について

詳しくは市ホームページへ▶

担当区域 委員氏名

堅倉の一部 本多　正男

堅倉の一部 平本　喜代治

仲丸 ・ 大曲 ・ 西明地 ・ 中野谷の一部 吉野　和子

小岩戸 ・ 上小岩戸 白井　福夫

西郷地の一部 杉山　正美

清風台 小泉　正義

柴高 井坂　隆一

上鶴田 ・ 下鶴田 ・ 長砂 海老澤　悦子

三箇 大堤　正志

先後 ・ 橋場美 ・ 西郷地の一部 木村　重成

張星 ・ 五万堀の一部 坂本　泰明

部室 藤田　俊光

納場 ・ 江戸 桺田　一夫

江戸住宅 （コミュニティセンター側） 佐藤　郷司

江戸住宅 （中央公園側） 伊藤　育子

羽刈 ・ 五万堀の一部 塚本　勉

北浦 （納場地番） 三浦　すみ子

北浦 （羽刈地番） 深作　美惠子

高田 ・ 手堤 ・ 大笹 小里　通

寺崎 篠原　祐一

竹原 (上町･横町･裏町･大正池･町田･弓削) 稲田　清

担当区域 委員氏名

岡 ・ 川中子 貝塚　正範

大井戸平山 野口　しづえ

上高崎 矢口　和子

下高崎 髙﨑　孝男

玉里中台 植田　恵子

松山 千葉　定衞

大宮 鶴町　みち子

田木谷 ・ 田木谷駅前 植田　康雄

担当区域 委員氏名

竹原下郷 ・ 竹原 （仲町） 稲田　雅志

中野谷の一部 斎藤　要

上馬場 ・ 竹原中郷 廣原　嘉長

小曽納 ・ 大谷 大野　利男

花野井 篠原　公夫

中台 ・ 竹原 （坂下） 金子　政巳

希望ヶ丘 鈴江　俊雄

金谷久保 ・ 羽鳥の一部 島田　誠志

高場 ・ 脇山の一部 齋藤　明美

脇山の一部 木村　恵子

花館 ・ 中峰 袴田　喜美子

駅前の一部 渡邊　弘明

駅前の一部 ・ 羽鳥の一部 瀧澤　比佐乃

東平 金子　雅子

旭 ・ 脇山の一部 林　光男

市営住宅 ・ 羽刈前 笠原　初美

十二所 宮川　和仁

羽鳥東 本間　秀雄

主任児童委員 （竹原 ・ 納場地区） 横山　洋子

主任児童委員 （堅倉 ・ 羽鳥地区） 京川　誠

担当区域 委員氏名

新田木谷 ・ 第二東宝 吉倉　一郎

栗又四ケ 中嶋　恒俊

第三東宝 ・ 野村田池 後藤　敏彦

新高浜第一の北部 ・ みどり野 大口　孝

新高浜第一の南部 ・ 新高浜第二 ・ 玉里団地 繁藤　洋一

主任児童委員 （玉里全域） 狩谷　幸江

主任児童委員 （玉里全域） 菊地　稔

美野里地区

玉里地区
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国こ
く

郡ぐ

ん

里り

制
と
な
り
、
の
ち
里
は
郷
に
改

め
ら
れ
ま
す
。
常
陸
国
の
郡
は
か
つ
て
の

６
つ
の
ク
ニ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
評(

郡
）
と
な

り
、
小
美
玉
市
周
辺
は
茨
城
評
（
郡
）
に

属
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
評(

郡)

の
分
地
や

新
設
が
あ
り
、
和
同
年
中(

７
０
８
年
～

７
１
４
年
）
ま
で
に
は
、
白し

ら

か

べ壁
（
真
壁
）
、

河か

わ

ち内
、
信し

だ太
、
行な

め

か

た方
、
鹿
島
の
５
郡
が
で

き
、
常
陸
国
は
１１
郡
と
な
り
ま
し
た
。

市
域
の
古
代
郷
推
定
と
遺
称
地

　

平
安
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
和わ

み

ょ

う名

類る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

聚
抄
」
に
よ
る
と
、
小
美
玉
市
域
が
属

す
る
茨
城
郡
は
１８
郷
か
ら
な
り
、
江
戸

時
代
に
編あ

ま
れ
た
地
誌
書
で
あ
る
「
新し

ん

ぺ
ん編

常ひ

た

ち陸
国こ

く

し誌
」
で
は
、
郷
に
属
す
る
市
内
の

地
域
を
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
ま
す

（現
在
の
大
字
名
で
表
記
）。

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

60

古
代
国こ

く

郡ぐ
ん

里り

制
と
市
域
の
郷
を
推
定
す
る

問い合わせ　生涯学習センターコスモス　☎ 0299-26-9111

大
化
の
改
新
と
常
陸
国
の
誕
生

　

大
化
元
年
（
６
４
５
年
）
、
中な

か
の
お
お
え
の

大
兄
皇お

う

じ子

や
中

な
か
と
み
の臣

鎌か
ま

た

り足
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
蘇そ

が我
氏

は
滅
亡
し
、
新
政
府
が
誕
生
し
ま
し
た
。

天
皇
を
中
心
と
し
た
中
央
集
権
の
政
治

体
制
が
始
ま
り
ま
す
。
国
の
財
政
確
保
の

た
め
、
公
地
公
民
制
を
と
り
、
戸
籍
や
計

帳
を
作
成
し
、
祖
・
庸
・
調
の
税
制
な
ど
、

新
し
い
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

新
政
府
は
改
新
の
事
業
を
進
め
る
た

め
、
各
国
に
国
司
を
派
遣
し
、
「
我あ

づ

ま姫
の

国
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
足あ

し
が

ら

や

ま

柄
山
か
ら
東
方

の
地
を
８
つ
の
国
に
分
け
て
統
治
さ
せ

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
常ひ

た

み

ち道
で
、
常
陸
国
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

常
陸
国
と
国
郡
里
制

　

常
陸
国
の
政
治
の
中
心
と
な
る
国
庁

(

国こ

く

が衙)

は
茨

い
ば
ら
き
の
こ
お
り

城
評(

郡
）
に
置
か
れ
、
現
在

の
石
岡
市
立
石
岡
小
学
校
の
位
置
に
あ

り
ま
し
た
。

　

行
政
機
構
と
し
て
、
国
の
管
下
に
は

評こ
お
り

と
五さ

と

十
戸
（
里
）
が
編
成
さ
れ
、
地

方
の
村
々
ま
で
支
配
が
及
び
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
大
宝
元
年
（
７
０
１
年
）
の

大た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

宝
律
令
な
ど
の
律
令
制
整
備
に
伴
い
、

常陸国印

語
句
解
説

公
地
公
民
制　

律
令
制
の
も
と
で
、
す
べ
て

の
土
地
と
人
民
は
天
皇
に
属
す
る
と
し
た

制
度
。

計け
い
ち
ょ
う帳　

調
・
庸
を
割
り
当
て
る
た
め
に
国

ご
と
に
毎
年
作
成
さ
れ
、
氏
名
・
年
齢
な

ど
が
戸
ご
と
に
記
さ
れ
た
帳
簿
。

大た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

宝
律
令　

大
宝
元
年
に
施
行
さ
れ
た
日

本
の
律
令
法
典
。
唐
の
律
令
を
参
考
に
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

和わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄　

承
和
年
間
（
９
３
１
年
～

９
３
８
年
）
頃
に
編
さ
ん
さ
れ
た
分
類
形

式
の
百
科
事
典
兼
国
語
辞
書
。
平
安
時
代

の
器
物
や
地
名
な
ど
が
項
目
ご
と
に
解
説

さ
れ
て
い
る
。

遺
称
地　

遺
構
・
遺
跡
が
あ
っ
た
と
古
く
か

ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
地
。

常
陸
国
茨
城
郡
の
郷
名

（茨
城
県
立
歴
史
館
『よ
み
が
え
る
古
代
の
茨
城
』図

録
よ
り
）

園

生お
う
そ
の園

郷 

小
曽
納 

大
谷 

花
野
井 

竹
原

竹
原
中
郷 

竹
原
下
郷 

上
馬
場 

鶴
田 

三

箇　

宮
田 

中
延 

川
戸 

野
田

山や
ま
ざ
き前

郷 

羽
鳥

石い

わ

ま間
郷 

堅
倉 

中
野
谷 

部
室 

中
台

白し
ら
か
わ川

郷 

世
楽 

佐
才 

上
吉
影 

前
原 

上
合 

下
吉
影 

飯
前 

小
岩
戸 

西
郷
地 

柴
高

田た

ま

り余
郷 

上
玉
里 

下
玉
里 

川
中
子 

高
崎

小
川 

下
馬
場 

小
塙

立た
ち
ば
な花

郷 

外
之
内 

与
沢 

倉
数 

山
野 

幡
谷

茨い
ば
ら
き城

郷 

田
木
谷 

栗
又
四
ケ

(

張
星
、
納
場
、
江
戸
、
羽
刈
、
髙
田
、
手

堤
、
大
笹
、
寺
崎
、
先
後
、
橋
場
美
な
ど

は
、
江
戸
時
代
以
降
の
新
田
村
も
し
く
は

分
村
で
す
）

　

市
域
に
は
７
つ
の
郷
が
所
在
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
生
園
郷
は
小お

そ

の

う

曾
納
、
山

前
郷
は
石
岡
市
山
崎
、
石
間
郷
は
笠
間

市
岩
間
、
白
川
郷
は
旧
白
河
村
、
田
余
郷

は
旧
玉
里
村
、
立
花
郷
は
旧

橘
た
ち
ば
な

村
、
茨

城
郡
は
石
岡
市
茨
城
に
地
名
が
残
り
、

古
代
の
行
政
区
割
り
を
現
在
に
伝
え
て

い
ま
す
。

（市
文
化
財
保
護
審
議
員
会　

会
長　

海
老
澤 

稔
）
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玉
里
短
歌
会

太
鼓
橋
の
朱
よ
り
も
紅
葉
際き

わ

や
か
に
雪
降
る
前
の
伊
香
保
華
や
ぐ

百
年
を
愛
さ
れ
て
来
し
神
宮
の
森
の
樹
木
が
伐
り
倒
さ
れ
ぬ

二
十
歳
過
ぎ
に
独
り
訪
ね
し
天
心
館
か
の
日
抱
き
し
夢
思
い
出
す

草
の
中
に
花
い
じ
ら
し
き
紫
の
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
遠
き
鐘
の
音

は
る
ば
る
と
来
ぬ
れ
ば
嬉
し
五
浦
の
天
心
像
は
生
き
い
る
ご
と
し

野　

口　

初　

江

石　

橋　

吉　

生

鶴　

町　

文　

男

高　

田　

久　

子

正　

木　

敦　

子

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

石
岡
の
今
日
は
宵
宮
お
は
や
し
に
祭
り
半
纏
つ
や
や
か
な
り
し

孫
の
た
め
豆
入
ら
ず
の
栗
ご
は
ん
娘
は
脇
で
苦
笑
い
す
る

草
花
の
好
き
だ
っ
た
友
思
い
出
を
沢
山
く
れ
て
永と

わ遠
へ
旅
立
つ

神
仏
に
供
え
し
御
飯
捨
て
が
た
く
庭
に
散
ら
せ
ば
雀
飛
び
来
る

朝
顔
の
葉
が
喰
わ
れ
い
て
茎
だ
け
に
そ
れ
で
も
花
は
咲
き
継
い
で
お
り

小
川
短
歌
会

短う

た歌
会
は
少
人
数
で
も
楽
し
い
ね
月
に
一
度
の
笑
顔
に
会
え
る

天
高
し
真
澄
の
空
を
二
す
じ
の
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感染防止対策

最新情報

接種は令和5年3月31日（金）まで

新型コロナワクチン 予約受付中

受付時間　8：30～17：00（土日祝日除く）

ワクチン接種コールセンター

☎0299-57-3309ネット予約
受付時間　24時間

混雑なし！スムーズに予約できます

接種予約

サイト

地域福祉に尽力　退任した委員に感謝状

3年に一度の民生委員・児童委員の一斉改選に伴い、25名の皆さんが退任

しました。民生委員・児童委員としての長年に渡る尽力に対し、厚生労働大

臣と県知事から感謝状が贈られ、市長から手渡されました。

地域の身近な相談相手として、市民に寄り添い、地域の福祉増進と福祉行

政の発展の大きな力になっていただいた皆さんに心から感謝を申し上げま

す。退任後も、これまでの経験を生かし、住民福祉の向上のためにご協力を

お願いします。

石井　和彦 

鈴木　美代子 

沼田　すみ子 

藤﨑　千秋 

池田　勲夫

井川　泰子

岡根　せつ子 

代々木　喜孝 

内田　礼子 

大堤　康男

磯邊　重豊 

田村　一郎

福田　太公 

宮川　光枝 

飯塚　正夫

稲田　弘

額賀　惣善 

横田　佳夫

島田　征二 

宮内　誠男

海老澤　貞子 

島田　一吉 

山崎　正美 

畔上　允

室町　弥

問い合わせ　社会福祉課　社会福祉係　☎ 0299-48-1111　（内線3225）

Vol.28 「防災ずきん」

4コマ小美玉暮らし

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが3か月交代で担当します。

作者紹介　maria
デザイン ・ 映像を学ぶ大学生。

作中に出てくるうさぎは私の心

の中に住んでいるジョニーです。

新キャラも出てきてます！仲良

くしてやってください。

民生委員・児童委員の全国一斉改選

退任した皆さん（敬称略・順不同）

お世話になりました

➡ 新任・再任した委員をP.16-17で紹介しています。

国産の干し芋はスーパーではなかなか売っていないので
（届くのが）楽しみです！応援しています！　

宮崎県40代（ふるさと応援メッセージ）

希望ヶ丘公園・タスパジャパンミートパークで遊ぶ子ども達
の声と、それを暖かく見守る保護者の様子にはいつも元気
をもらっています！　  スポーツ推進課　長谷川（入庁1年目）

羽鳥駅前で開催した「まる市」に出店。対面販売という貴重な
経験ができ、いろんな人との新しい出会いもありました。自分
の住む街をみんなで魅力的な街にしたいな～！　　　　 40代

大学の授業で、市内視察に参加しました。市内出身・在住です
が、現地に行ってお話を聞くとまだまだ知らないことばかり！案
内してくれた地域の皆さん、ありがとうございました。　　  20代


